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日本ユニシス株式会社

ドキュメントの電子化で一元管理
全社の業務効率が改善
ワークフローもまもなく稼働予定

「Foresight in sight®」は、業界や業態の垣根を越えて活用される革新的なサービスを生み出していくという日本ユニシスの新たなコーポレートス
テートメントだ

金融、製造、流通、エネルギー、公的機関など、幅広い分野で日本のITを支え続けてき
たSIer（システムインテグレーター）の日本ユニシス株式会社。同社は2008年、取引
先との契約書を全社で電子化して一元管理するシステムをOSKの文書管理システム
で構築した。これによって営業部門が個別に紙で保管していた契約書のコピーが大幅
に減少。パソコンで検索すれば参照したい契約書の電子コピーが簡単に引き出せるよ
うになり、省スペース化と共に業務効率の改善に結び付いた。ワークフローについて
も、OSKの最新グループウェア『eValue NS2』への移行が始まっており、まもなく稼
働予定だ。

導入の狙い
・ 紙で保管していた契約書のコ
ピーを減らして、省スペース化
を図る
・ 全社の契約書を一元管理して
検索性を高める

導入システム
・ 統合型グループウェア 
『eValue NS 2nd Edition』

導入効果
・ 紙消費量の減少と共に、契約
書コピーの保管スペースが大
幅に圧縮
・ 既存システムと連携させ、検索
キー入力の自動化など、業務
効率化も実現
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日本ユニシス株式会社

【業種】システムインテグレーター

【事業内容】クラウドやアウトソーシ
ングなどのサービスビジネス、コン
ピューターシステムやネットワークシ
ステムの販売・賃貸、ソフトウェアの開
発・販売および各種システム関連サー
ビスの提供

【従業員数】3,531名（2015年3月現在）
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■	 先見性と洞察力で新しいソリューションを提案

　コンピューター黎明期の1958年に設立
した日本ユニシス株式会社（以下、日本ユ
ニシス）。時代ごとの技術やニーズに対応
しながら、半世紀以上にわたって日本の
ITを支え続けてきたSIer（システムインテグ
レーター）だ。
　もともとメインフレームの会社として誕生
した同社は、会社設立の1958年、東京
証券取引所と野村證券に日本初の商用
コンピューター「UNIVAC120」を納入。
その後、鉄道や航空のオンライン予約、銀
行のオンラインバンキングシステムなど、コ
ンピューターとネットワークを融合した先駆
的で大掛かりなシステムを数多く手がけて
きた。
　現在では、金融、製造、流通、エネル
ギー、公的機関など、幅広い分野の顧客
に、I Tを活用した経営課題の分析から
解決に至るまでの一貫したサービスを提
供。2007年にはマイクロソフトのWindows 
ServerとSQL Serverを基盤とする世界
初のフルバンキングシステムを稼働するな
ど、つねに新たなアイデアやテクノロジーを
積極的に採り入れ、業界をリードしている。
　2008年からは、ITインフラの総合サー
ビスを提 供するグループ会 社のユニア
デックス株式会社（以下、ユニアデックス）
と共に、法人向けクラウドサービスも展開
している。
　次なるIT活用のトレンドを
見据え続ける日本ユニシスは
2015年4月、同年からスター
トした中期経営計画に合わ
せて、2020年に向けての新
たなコーポレートステートメント

「Foresight in sight®」を
策定した。
　「Foresight」は「先見」、

「in s ight」は「見える」とい

う意味に「ins ight」（洞察力）という言葉
を掛け合わせたダブルミーニングである。そ
の言葉通り、いち早くキャッチしたニーズや
課題を、経験や常識にとらわれない洞察
力で深く理解し、知恵やアイデア、ITを組
み合わせて顧客に最もふさわしいソリュー
ションやサービス、新しいビジネスモデルを
提案していく方針だ。
　具体的には、あらゆる経済活動や社会
活動がデジタル化される「デジタルエコノ
ミー」や、それによって生まれる「ビジネス
エコシステム」（ビジネス上の生態系）に対
応し、業界や業態の垣根を越えて活用さ
れる革新的なサービスを生み出していくと
いう。
　業務部 ゼネラルサービス室 オフィスサー
ビス担当課長の林田 安弘氏は、「異業
種のお客様同士のサービスやビジネスを繋
ぎ、新たな付加価値の創造をお手伝いし
ていきたいと考えています」と語る。
　日本におけるITの先駆者として、ビジネ
スや社会の変革を力強く支援していこうと
いう同社の意気込みが感じられる。

■	 省スペース化に対応して契約書の電子化に取り組む

　数多くの企業や公的機関などのIT活用
を支援してきた日本ユニシス。
　当然ながら自社の業務効率化やコスト
削減、サービス力の改善などについてもIT
を積極的に活用している。

　2008年には、全社およびグループ会社
であるユニアデックスの営業部門の契約
書を電子化して一元管理する方針を決
定。その仕組みとしてOSKの文書管理シ
ステム『Visual Finder』を導入した。
　複合機で電子化した文書を自動的に
サーバー上のフォルダに保管・管理するシ
ステムで、今ではその機能を後継製品であ
る統合型グループウェア『eValue NS2 ド
キュメント管理』に引き継がれている。
　契約書を一元管理するに至った経緯に
ついて、実際の管理を担当する業務部 ゼ
ネラルサービス室 オフィスサービス担当マ
ネージャーの谷口 茂樹氏は次のように説
明する。
　「オフィスの省スペース化の一環として、
2006年に社内にあるファイルキャビネット
の9割を削減する方針が決定されたことが
そもそものきっかけです。これによって紙
の文書を減らす必要が生じ、2007年に
社内文書の電子化を推進するレコードマ
ネジメントセンター（RMC）という部署が発
足しました。同部署が『どの文書を優先的
に電子化すべきか』と社内でヒアリングし
たところ、複数部門が関与する契約書が
最も効果的でふさわしいという意見が多
かったのです」
　これを受けて、契約書の電子化は正式
なプロジェクトとして始動。単に電子化する
だけでなく、まとめて保管し、検索性を高め
て業務の効率化を図ることを目指した。
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業務部 ゼネラルサービス室
オフィスサービス担当課長
林田 安弘氏

「契約書の電子化と一元管理を実現
したおかげで、保管スペースの縮小、
検索性の向上による業務効率の改
善などさまざまな効果が表れました」

業務部 ゼネラルサービス室
オフィスサービス担当マネージャー
谷口 茂樹氏

「電子化された契約書の保管先とし
て、社内共有フォルダやグループウェ
アなどいくつかの選択肢を検討しまし
たが、セキュリティの高さや使いやす
さなどからOSKさんの製品を使い続け
ています」



　保管先として、RMCは既存の社内共有
フォルダやグループウェアなど、いくつかの
選択肢を検討した。
　その中から『Visual Finder』に最終決
定したのは、「セキュリティの高さや使いや
すさ、検索性、版管理、ライフサイクル管
理の利便性など、さまざまな点で『Visual 
Finder』が最も優れていたからです」と谷
口氏は説明する。
　また日本ユニシスは、以前から社内規
定や環境ISOなどの文書管理に『Visual 
F inder』を利用していた。使いやすさや
信頼性の高さについては検証済みであ
り、その評 価も導 入の大きな決め手に
なった。
　ちなみに、日本を代表するSIerの一つ
である日本ユニシスは、社内システムも基
本的には自社開発している。
　にもかかわらずOSKの文書管理システ
ムを採用したのは、契約書の管理というデ
リケートな課題のため、自社システム開発
を担当する情報システム部門ではなく、開
発機能を持たないRMCが選定から構築、
管理・運用までの責任を負うことになった
からだ。
　なお、R M Cが行ってきた契約書の管
理業務は、2015年に林田氏や谷口氏ら
が在籍する業務部 ゼネラルサービス室 オ
フィスサービス担当が引き継いでいる。

■	 カスタマイズによって属性情報の登録を自動化

　こうして『Visual Finder』を中心とする
契約書の電子化と一元管理のシステムは
2008年に本稼働した。
　導入に当たっては、新たに作成する契
約書だけでなく、過去の契約書も登録して
ほしいという社内の要望に応えるのに苦労
したという。
　営業部門からの強い要望であったが、
過去にさかのぼってすべての契約書を電
子化するとなると、その数は膨大な量にな

る。「そこで会計部門に残っている契約
期間が有効な契約書だけを電子化するこ
とにしました」（林田氏）。それ以外にはさ
ほど大きな問題もなく、本稼働は比較的ス
ムーズに実現した。
　契約書の電子化と一元管理は、さまざま
な効果をもたらした。
　林田氏は「当初の目的であった省スペー
ス化が実現しただけでなく、ペーパーレス化
による紙資源の節約や、検索性の向上に
よる業務効率化にも結び付きました。以前
は契約内容をいつでも参照できるように、
営業と会計がそれぞれ1部ずつ契約書の
コピーを紙で保管していたのですが、電子
化して『Visual Finder』に保管された契
約書がパソコンでいつでも閲覧できるよう
になり、物理的なコピー枚数が大幅に減
少したのです。また、個人単位でばらばら
に管理された契約書のコピーは探すのに
ひと苦労したものですが、電子文書として
一元管理され、パソコンに属性情報を入力

して検索すればすぐに呼び出せるように
なったのも大きな前進です」と語る。
　検索性を高めるには、保管する電子文
書に契約内容、締結先、締結日、担当者
などの属性情報（検索キー）をあらかじめ
紐づけておくことが重要だ。
　これを解決するため、本紙契約書をス
キャンし電子化した文書データと、既存の
契約管理システムのQRコード付き登録シー
トであらかじめエントリーされた契約書の属
性情報が、ドキュメント管理に登録する際
に自動的に紐づけられる仕組みを追加し
た。これによって膨大な属性情報の手入
力や登録作業の手間が省けたことも、業
務効率化の大きな成果である。
　ちなみに同社は、契約書の正本は外部
倉庫に保管しているが、ほしい正本をすぐ
に探して送ってもらえるように、電子文書に
付ける属性情報の一つとして、保管箱ナ
ンバーが自動発番される仕組みも追加して
いる。電子化された契約書だけでなく、正
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●文書管理システムを使った契約書管理のフロー

B
ef
or
e

A
ft
e
r

営業部門 会計部門 法務部門 RMC
レコードマネジメントセンター
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紙のコピーが
不要に！

契約書管理
システム

本紙

登録シート

スキャニング
（PDF化）

DB検索・参照 ドキュメント管理

発生後2年経過したものは
外部倉庫へ

コピー（紙）保管の撤廃により、社内
ペーパーレスを推進
コピー枚数70万枚削減（年間）

CO2削減量に換算すると、2,744kg
のCO2削減
（1件あたり3.5px10万件換算）

PDF

検索キー項目の生成



本まで文書管理システムで一元管理できる
ようにしたのは非常に画期的なアイデアだ
と言える。
　林田氏は「現在、1年間に約14万件の
契約書が登録され、グループ会社のユニ
アデックスを含む約4,500名のユーザーが1
カ月当たり5,000件ほど閲覧しています。と
ても使いやすいシステムなので、操作に関
するユーザーからの問い合わせもほとんど
ありません」と満足そうに語る。

■	 ワークフローもまもなく稼働開始OSKの優れた対応力に期待

　日本ユニシスは2015年6月、『eValue 
NS2 ドキュメント管理』に移行した。
　サーバーの更新に伴う入れ替えだが、

「操作性は従来の『Visua l F inder』を
継承しており、スムーズに移行することが
できました。そのうえ機能や使い勝手が格
段に向上したことには非常に満足していま
す」と谷口氏は語る。
　このほか同社は、さまざまな社内申請・
承認業務にOSKのワークフローを活用し
ているが、これについても『eValue NS2 
ワークフロー』へ移行中であり、こちらもまも
なく稼働する。
　同社およびユニアデックスのワークフ
ローのユーザー数は約1万3,000人に上る
というから、実現すればかなり大掛かりな
入れ替えとなりそうだ。

　日本ユニシスは、そうした大規模な移行
にも柔軟に対応できるOSKに絶大な信頼
を寄せている。
　谷口氏は契約書管理の今後の展開に
ついて、「じつは電子化で紙の契約書コ
ピーが完全になくなったわけではなく、営
業部門に承認記録を残すための照査版
と呼ばれるコピーが存在しています。この
コピーの電子化についても課題として捉え
ています」と説明する。
　最後に林田氏は、「運用開始から約8
年が経過し、これまでに登録された契約
書の総数は約80万件と膨大な数になりま
した。今後もますます増えるとなると、次に
サーバーを移行するときに相当な時間が掛
かるかもしれません。OSKさんには、ぜひ

これを解決する有効なソリューションを提案
していただきたいですね」と期待を込めて
語った。
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株式会社OSK
マーケティング部
〒130-0013　東京都墨田区錦糸1-2-1
TEL：03-5610-1651　FAX：03-5610-1692
http://www.kk-osk.co.jp/

お問い合わせ

文書管理システムの導
入でペーパーレス化によ
る紙資源の節約や、検
索性の向上による業務
効率化にも結び付いた

日本ユニシス株式会社のホームページ

https://www.unisys.co.jp/
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